OWNER’S MANUAL 


ル型高性能スピーカー 

72公 

この度は125をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本機を正しくお使いいただ 
くため、ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。また、必要なときにご覧に 
なれるよう大切に保管されるようおすすめいたします。 


125取扱説明書 



^説明の便宜上、イラストは実物と異なる場合があります。 












ご使用前に、この「安全上の留意項目」をよくお読みになり、正しくお使いください。 

し乂下の内容に反した使用により損害が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 






給表 について 


この「安全上の留意項目 J は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への厦害を 
モ然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ可能 
性が想定される内容を示します。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が厦傷を負ラ可能性が想定さ 
れる内容および物的厦害のみの発生が想定される内容を示します。 



/\ 公記号は警告-ミち意を促す内容があることを告げるものです。 

( S 記号は禁止の斤為であることを告げるものです。（左図の場をは分解禁止を意味します) 
か 参記号は斤為を強制したり指示する内容を告げるものです。 




♦スピーカーコードの上に重いものをのせたり、コードをくぎやステップルで固定したり、製品の下敷きにならないようにして ' 

ください。ま片壁や棚などの間にはさみ化んだりしないでください。スピーカーコードを傷つけて火災の原因となります。 


A 

♦スピーカー内部に金属片や異物などを入れないでください。ショートや発熱などを起こし、火災の原因となります。 

A 

〇 

♦スピーカーコードを熱器具の近くや直射日光のあたるところには近づけないでください。コードの被覆が溶けて、火 
災の原因となりまず。 

言口 

S) 

♦スピーカーコードを人が通るところなど引っ掛かりやずい場巧に這わせないでください。つまずいて転倒したり、ス 
ピーカーが落下し、けがや事故の原因となりまず。 



♦< 本製品>を分解したり改造しないでくださし\。破損や火災の原因となります。 


〇 

♦熱器具の近くや直射日光のあたるところには設置しないでください。そのような場所で使用しますと、火災の原因となります。 


r 

S) 

♦ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場巧は避けて置いてください。また、設置場所の強度は重みに耐えら ' 
れるものにしてください。落下して、けがや事故の原因となりまず。 


〇 

♦スピーカーを高いところに設置される場合には、足場が不安定になりますので作業には十分ご注意ください。けがや 
事故の原因となりまず。 

A 

を意 

S 

♦定格を超える信号を入れた状態や長時間音が歪んだ状態で使巧しないでください。スピーカーが発熱し、火災の原因 
となることがありまず。 

S) 

♦高いところに設置される場合には、不意な衝撃に対して落下しないよラ固定してください。固定しないまま使用しま 
すと、落下し、けがや事故の原因となります。 

S) 

♦取付金具をご使用になる場合は、ご使用になるスピーカーに対応しているボーズ社製の金具をご使用ください。 

他メーカーの金具や、対応外の金具を使巧するとスピーカーの破損や落下のおそれがありまず。 


〇 

♦窓を閉めきった自動車の中や直接日光が当たる場巧など異常に温度が高くなる場巧に放置しないでください。 

キャビネットや部品に悪い影響をちえ、火災の原因となることがあります。 J 
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C 特_ぉ_- ) 

■ボーズ伝統の 11.5cm フルレンジドライバーをさらにブラッシュアップ 
ボーブがスピーカーの理想おとして追ポずる 11.5 cm フルレンジドライバー。今回125に搭載された新開発ドライ 
バーは、新たに素材やデザインを一から見直して設計。約40%の□ングスト□-ク化により、お域特性と耐入力 
を改善しました。さらに、アルミエッジワイブ卷ボイスコイルを直結し、銅リングを磁気回路に採田ずることで歪 
と損失を減少させ、高域レスポンスの改善に成功しました。 

■スケール感の大きな低音再生を実現するアコースティック•ウェーブガイドテクノ ロジー 

共鳴音の原理を応田し確立したボーブの特許巧術アコースティック • ウェーブガイドテクノ□ジーを採巧。新開発 
のドライバーユニットと、 70 cm にをわたるウェーブガイド（共鳴管）の組み合わせで共鳴管の中の空気を共振さ 
せることにより、このサイブからは想像できないほどの広帯域再生と、クリアでスケールの大きな低音を効率よく 
再生しまず。 


■高いパフォーマンスとデザイン 性を兼ね備えた ェンクロージャー 

アルミと樹脂のコンポジット構造により、を材料の固有共振の分散化を実現。内部に 70 cm にをおよぶ共鳴管を回 
廊状に内蔵することで八ニカム構造骨格を形成ずるため、強固で剛性の高いェンク□-ジャーを実現し、洞鳴 
り現象の発生を巧えてよりスケールの大きなほ域と透明感の高い中高域を提供しまず。また、ウェストボ□ウシリ 
-ブの象徴でもあるパ'-ブアイ •>< イプル調のバネルをサイドにたっぷり使用し、高級感を醒し化していまず。 

■縦でも横でも使えるデザイン 

125は縦置きにも横置きにも対応、好みや設置スぺースなどの条件に応じた使田が巧能です。また、スピーカー 
夕ーミナルには、 新規格のデュアルバナナ対応金メッキターミナルも装備しています。 

■使い勝手とミ兄用性を高める豊富なブラケット 

60 mm ピッチのネジ巧を装備。弊社オプションの天井、壁へのを種取付金具に対応し、設置環境に合わせて選択 
可能でず。 


V 


=スピーカーの防磁について 

このスピーカーは、防磁型になっています。通常のスピーカーは、テしビやモニターなどに近づけると、画面に色ムラなど影響が生じ 
る場合がありますが、このスピーカーシステムはテレビやモニターなどへの近接設置の可能なスピーカーです。ただし、テしビやモニ 
ターなどへの設置のしかたによっては、画面に色ムラなど影響が生じる場合があります。その場合はテしビやモニターからスピーカー 
を十分離し、テレビの電源を切り、15分から30分の間隔をあけてから再度テレビの電源を入れてください。テレビの自己消磁機能に 
よって、正常な画面に戻ります。その後も、画面に影響が生じる場合には、スピーカーをさらにテレビから離してご使用〈ださい。 




J 


3 




























開個時のごを意 


もし、開捆時に損傷などが発見された場合や内容物が不足しているときは、そのままの状態を保ち、ただ 
ちにお買い上げになった販売店までご連給ください。そのままでのご使用はおやめください。また、箱や 
捆包なは、後日の修理メンテナンス等が必要になった場合のために保管しておくことをおすすめします。 
※スピーカーコードは付属しておりませんので、別途おホめください。 


各部の名称 



のキャビネット 

アルミと樹脂と MDF のコンポジット構造による 
八イブリッ トエンクロー ジャ ー。 

感 グリル 

ドライバー •ユニット 保護用グリル。 

⑤11 .5 cm 新開発■■クリスタルドライバ ー J 

ノンプレスコーンにダンプ材を塗布し、分割共振を 
最適化。大振幅時にもリニアな再生を実現する 
ロングストローク•ワイドレンジドライバー。 

@ロゴプレート 

スピーカーの天地を逆にする場合このロゴプしート 
を180°回転させます巧ページ参照）。 


⑥ポ ート 

アコースティッ クウ ェーブ ガイドテクノロジー操 
用によりポートノイズを M えて濁りのない低音再生 
を実現しています。 

⑥取付金具用 M 5 S 込ナット 

取付金具を使用するための M 5 埋込ナットを底面に 
2個装備しています。 

@スピーカータ ー5 ナル 

パワーアンプ（プリメインアンプ）のスピーカー出力 
端子からのコードをこの端子につなぎます。端子は、 
金メッキ処理のデュアルバナナ対応ネジ込み式 
スピーカー接続端子を装備しています。極性は、 
赤…み黒…©です。 
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接続と設置について 


) 


接続について 

•スピーカーとアンプを接続するときは、必ずアンプの電源を切ってから行なってください。 

•スピーカーの裏面にある入力端子とアンプからの出力端子を、スピーカーコードで接続してください。 
(スピーカーコードは付属されておりませんので別途ご用意ください）。 


スピーカーコー ドは、下の図のよラに 
先端の被覆をむいておきます。 


—約目 Onm ► 



約 ISrrm 


バナナプラグて^ずる齡 


スピーカー〕ードは、スピーカーの©側端子とアンプの©側端子を、 
スピーカーの©側端子とアンプの©側端子を接続してください。 


© 


⑤ 





デュアルバナナプラグの場合 シングルバナナプラグの場合 


ロゴプレー S の向きについて 

ロゴプレートを回転するとき故まずロゴプレートをつまんで少し持ち上げるようにしてから回してください。 
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設置について 

スピーカーの 再生音は、 スピーカーを 設置する場所やリス ニングルームの 状況などに大きく影響さ 
れます。 

より良い再生音が得られるよラ次の点を考慮したラえ、設置してください。 


■縦置きで使用する場合 


■横置きで使用する場合 

※ポートの位置は内側になるよラに置きますがお部屋の状 
況で外側になるよラに設置した方がよい場合もあります。 
実際に音を出して選んでください。 




\付属のゴム足 



•できるだけ遮音された静かな部屋でご使用ください。 

•スピーカーは、聴取される耳の高さとほぼ同じになるよラに設置するのが涅 
想です。 

•音質は部屋の音響特性によってを化します。室内に吸音処理することによっ 
て、周波数に巧する残響時間のノくラつきを抑え良好な再生音を得ることがで 
きます。 

•スピーカーの正面にガラス戸や壁面などありますと、音の反射や共振が起こ 
りやすくなります。この場合力ーテンや厚手のホなどをかけて、吸音処理す 
ることをおすすめします。 


•スピーカーを硬い床などに直接置いてご使用されますと、音の反射や共振が 
起こりやすくなります。この場合、じゆうたんを敷くことによって防止するこ 
とができますが、じゅラたんの厚みや質によっては、中高域が吸収されすぎることがありますのでごを意くだ 
さい。 



•ステレオ再生の場合、左右のスピーカーができるだけ同じ音響条件になるように設置してください。左右のパ' 
ランスがそろっていないと、定位がぼやけたり焦点の定まらない音になります。 


•ステレオ再生の場合、左右のスピーカーの間隔は聴取位置との巧関によってをわります。通常聴取位置から 
左右のスピーカーをはさんだ角度は40〜60度くらいが良く、あまり狭くすると十分なステレオ感が得られな 
くなります。 
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取付金具について 


) 


•12引こは、豊富な種類の取付金具がご使用になれます。詳しくは、カタログをご参考になるかボーズ製 
品の販売店もしくはボーズ株式会社までお問い合わせください。 


^再生および調整 


•聞き慣れた音楽ソースをご用意ください。アンプのボリュームを最ルにした状態で電源を入れ、徐々に音量 
を上げていってください。 

•スピーカーは設置する場所によって低音の量感がをわります。低音が出すぎると感じた場合は、壁やコー 
ナーから離してください。 また、低音が足りないと感じた場合は壁やコーナーに近づけてください。 




•©音が出すぎる場合 が氏音の量感を出したい場合 

壁やコーナーから離していきます。 壁やコーナーに近づけていきます。 


こ少 vt - 一力一 のホ>手ノ\れ1し レ、 C -^ 

キャビネットの;'ちれを落とず場合 

参ミちれやホコリは、柔らかい布で力、ら拭きをしてください。 

参';ちれがひどいときには、中性洗剤を薄めた水に柔らかいホを浸し、堅く絞ってから';ちれを拭きとり、別の乾い 
た柔らかいホでから拭きをしてください。 

•シンナー、ベンジン、アルコール、化学薬品を使用すると表面が侵されたり文字がミ肖えたり外装ムラになる 
ことがありますから絶対に使わないでください。また、スプレー式の殺虫剤や消臭剤、芳香劑などもかから 
ないようにごミ主意ください。 
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广仕様 




方 



式 

アコースティック • ウェーブガイド方式 

ユこッ 

卜構成 

11.5 cm フルレンジドライバー(防磁型） X 

インピー 

-ダンス 

6 Q 

許 

容 

入 

力 

60 W 

入 

力 

端 

子 

デュアルノ くナナ対応金メッキターミナル 

外 

形 

寸 

法 

181 ( W ) X 270 ( H ) XI 85做 mm 

質 



量 

4.2 kg (1 本） 

付 

属 

品 

ゴム足 X 8 


お問い合わせ先 


故障および修理のお問い合わせホ 

ボーズ株式会社サービスセンター お客様専用ナビダイヤル SS. 0570-080-023 

PHSJP 電話力、らは 、 Tel 03-5489-1 124へおかけください。 
干206-00%まま都多摩あ唐木田 1-53-9 唐木田センタービル 


製品等のお問い合わせホ お客様専用ナビダイヤル 査 S .0570-080-021 

ボーズ株式会社ユーザーサポートセンター PHSJP 電話からは 、 Tel 03-5489- 0955へおかけください。 


こ保証 


保証の内容および条件は付属の保証書をご覧くださし、。 


ボーズ株式会社 http :// www . bose . cojp / 

干1 50-0044 東京都渋谷区円山町 28-3 渋谷丫 T ビル 



♦仕様および外観は、改良のたゆ予告なく変更することがあります。 

♦解社取扳が外の製品は、保証の責任を負いかねますのでご注意くださし、。 


OM-1276 
10.12 -C 旧 ) 









